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性別 学部 居住
男 性 246 経済学部 226 実 家 181
女 性 151 経営学部 171 ひとり暮らし 201
学年 出身地 その他 12
1年次生 171 愛媛県東予地方 71
2年次生 141 愛媛県中予地方 162
3年次生 59 愛媛県南予地方 56




































































自 分 相 手
全体 男性 女性 全体 男性 女性
平均値 26．58 26．90 26．07 26．89 26．37 27．73
中央値 26 26 26 27 26 28
最頻値 25 25 25 25 25 30
最小値 22 22 22 20 22 23
最大値 35 35 35 40 35 40



















男 性 女 性
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t値
1．相手の学歴 1．68 ．684 2．19 ．729 －6．892***
2．相手の職業 2．11 ．732 2．94 ．678 －11．174***
3．相手の収入などの経済力 2．14 ．687 3．16 ．676 －14．361***
4．相手の人がら 3．62 ．795 3．75 ．667 －1．756
5．相手の容姿 2．90 ．698 2．55 ．729 4．678***
6．共通の趣味の有無 2．70 ．783 2．66 ．818 ．483
7．自分の仕事に対する理解と協力 3．16 ．782 3．35 ．677 －2．521**
8．家事・育児に対する能力や姿勢 3．30 ．768 3．42 ．637 －1．545
表3 結婚相手の決め手の記述統計量と検定結果
***：p < ．01, **：p < ．05




























統 計 自由度 有意確率
内的条件 ．967 387 ．000













163．460, df＝3, p <．001）。
表6に男女別の結婚相手の決め手における度数をまとめている。男性（χ2＝
Ⅰ Ⅱ 共通性
2．相手の職業 ．902 ．076 ．819
3．相手の収入などの経済力 ．769 ．136 ．609
1．相手の学歴 ．571 －．227 ．378
8．家事・育児に対する能力や姿勢 －．032 ．820 ．674
4．相手の人がら －．002 ．735 ．540
7．自分の仕事に対する理解と協力 ．020 ．652 ．425
因子寄与 1．73 1．71 3．44
寄与率 35．99 34．74 70．74
表4 結婚相手の決め手の因子分析結果（バリマックス回転後の因子行列）
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男 性 女 性
クラスタ 1 2 3 4 1 2 3 4
観測度数 135 41 45 17 29 113 1 6
期待度数 59．5 59．5 59．5 59．5 37．3 37．3 37．3 37．3
残 差 75．7 －18．5 －14．5 －42．5 －8．3 75．8 －36．3 －31．3
内 的 条 件 外 的 条 件
クラスタ 1 2 3 4 合計 1 2 3 4 合計
度 数 164 154 46 23 387 164 154 46 23
平 均 －．402 ．883 －1．659 ．269 ．000 ．131 ．249 ．121 －2．842 ．000
標準偏差 ．2933 ．4437 ．1626 ．8107 ．9310 ．5097 ．5434 ．5639 ．6722 ．8971
























1 2 3 4
男性 度数 135 41 45 17
調整済み残差 7．2 －11．5 5．4 1．3
女性 度数 29 113 1 6
調整済み残差 －7．2 11．5 －5．4 －1．3
表8 クロス表（男女別）


















































1 2 3 4
実家ぐらし 度数 63 76 28 10
調整済み残差 －2．7 1．2 2．4 －．2
ひとり暮らし 度数 96 72 15 12
調整済み残差 －2．7 －1．2 －2．4 ．2
表9 クロス表（居住形態別）











とひとり暮らしに有意な差はみられなかった（χ2＝3．080, df＝3, n. s.）。女性
は結婚をすると家事は自分がするもの，もしくは自分がしないとパートナーは
してくれないという諦めがあるかもしれない。一方，男性について実家ぐらし
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